
令和7年6月26～27日開催　宿泊税導入検討にむけた意見交換会　ご意見・ご質問等

分類 ご意見・ご質問の概要 奄美市の考え

1 奄美大島内の５市町村の連携

　「奄美本島全体で」という一律の形だと良いと思うが、宿泊税はなぜ奄
美市だけが先行して導入するのか。
　奄美大島内の５市町村に問題を提起し、「奄美大島内の５市町村で一緒
に話し合う場をつくる」ということは考えてないのか。

　宿泊税は各市町村それぞれで条例を定め、課税するものです。
　これまで開いた検討委員会に関しては、奄美大島内の他町村の担当者に
も案内し、状況は聞いていただいています。これからもほかの市町村も同
じような取組をしていただけるよう、情報提供はしていこうと考えていま
す。しかし、「足並みをそろえて進めていく」という点は今のところ検討
はしていません。

2 奄美大島内の５市町村の連携

　奄美大島内で奄美市だけで宿泊税が開始した場合、「奄美市だと宿泊税
があり高くなるため他の自治体に泊まろう」となる懸念がある。
　奄美大島一律での実施であれば納得いただけるかと思うが、お客様が納
得できるような説明材料がないとお客様も「払います」とはならないと思
う。
　奄美大島内の複数の自治体で数泊ずつ泊まる方はたくさんいらっしゃる
ため、なぜ奄美市だけで宿泊税を取られるんだというトラブルになりかね
ないという懸念がある。

　「他の自治体に泊まるのではないか」ということについては、宿泊税を
導入後、世界自然遺産の価値を高める取組を継続することや観光振興に関
わる施策を行っていくということを想定しており、宿泊者が増加するよう
な努力をしていきたいと考えています。
　また、先行自治体内の宿泊事業者に伺うところによると、税導入による
影響は特に感じていない、という感想もいただいております。

3 目的・使途
　検討委員会より提示された制度案の場合、今後の来訪者予測に対して、
税収の見込み金額はどれくらいになるのか。

　県の統計から令和５年度の奄美市延べ宿泊者数を推計した結果、年間で
約７，５００万円の税収になると想定しています。
　７，５００万円の税収については、毎年使い切るということではなく、
いったん基金にお金を入れて計画的に使っていくというイメージをしてい
ます。

4 目的・使途

　検討委員会で宿泊税の使途として５点ほど挙げているかと思うが、内容
が見えない。まだ準備段階という部分もあるかと思うが、具体的に「何か
をつくる」等、使途としてもう少し具体性があったほうが事業者からも理
解を得られるのではないかと感じた。

5 目的・使途

　世界自然遺産をアピールすることにおいて、アマミノクロウサギは他に
ないものであるため自分としては多くアピールしていただきたかったが、
すでに他町村にクロウサギのミュージアムが作られている。
　よりお客様に喜んでもらうための戦略について聞きたい。

6 目的・使途

　税収見込７，５００万円は結構大きな金額だと思うので、「本当に必要
なのか」というところから考えていく必要があり、その点で考えると宿泊
税は１泊２００円でなはく、もう少し少額でも良いのかもしれない。
　長期宿泊となると宿泊税は結構大きな金額になり、宿泊される方の負担
も大きいと思う。本当にこの２００円が妥当かどうかというのは、もう１
回検討していただけたらいいかと思う。

7 目的・使途

　自分は宿泊税に賛成の立場でいる。ただ、やはり「弱いな」という点は
否めないと思う。奄美市の魅力をもっとちゃんと「ここがあるから来た
い」「何があるから来たい」とアピールできるような形を作っていただき
たい。「なんとなくざっくりした提言」ではなくて、「これをやって盛り
上げるんだ」というような、目玉が欲しいような気がした。

8 目的・使途
　宿泊税の使途として現状では「目玉施設を作る予定はない」ということ
でよいか。

　現時点では建物や構築物として目玉を作るという想定はありません。

9 制度 　２年後から開始なのか。
　最短でも宿泊税導入まで２年かかると考えていますが、しっかりとした
準備が必要なため、現時点で導入時期は断言はできません。

10 制度

 ユースホステルの場合は引率者というのがほとんどなく子どもだけ来
る。９泊程度の長期宿泊者も多く、ひとり１，８００円も増えることにな
るため、宿泊予定の子どもたちにどのように説明したらよいか分からな
い。

　宿泊税を導入するとなった場合には、宿泊予定の皆様にも、宿泊税制度
が奄美市で開始するということは広く周知広報し、宿泊施設の皆様にもご
協力を改めてお願いすることになると思います。
　また、宿泊料金が宿泊施設によって様々であるということは承知してい
ますが、その点も踏まえ、具体的な制度設計について今後も検討していき
たいと思いますので、引き続きご意見をいただきたく思います。

11 制度
　「１日２００円」ということではなく、「１回の宿泊で２００円」とい
うことか。

 １泊２００円を想定しています。例えば、２泊した場合は２００円×２
日で宿泊税は４００円となる想定です。

12 制度
　１人１泊２００円とあるが、「宿泊者の年齢による違い」や「子どもは
支払い不要」等はあるのか。

13 制度 　子どもは宿泊料半額の場合は宿泊税も半額になるのか。

14 制度
　施設規模や事業者ごとに様々なパターンがあると思うため、個人的には
「入島税」がよいと考えている。

　入島税については、航空会社による徴収を検討しました。
・航空会社にて入島税のシステムを整備する場合に何十億円規模でシステ
ムの改修費用が必要となる。
・航空会社では、島民と来訪者を分けて徴収できないため、島民からも徴
収する事になる。
という点から実施が難しいという判断になっています。

15 制度 　キャンプに来る方たちは「宿泊税はない」ということか。
課税の対象が「旅館業法で定められた宿泊施設」と「住宅宿泊事業法で定
められた宿泊施設」への宿泊行為のため、施設への宿泊ではなくテントを
張る場合は、宿泊税は発生しないということになっています。

16 制度
　課税免除のところに「災害による避難」とあるが、この災害というのは
どのようなことを想定されてるのか。「台風で延泊になる」といったこと
も想定されているのか。

17 制度
　災害による避難というのは、例えば、奄美大島以外の遠方の地域で地震
等があった方の避難という形を想定しているのか。

18 制度
　「システム改修費整備補助金」は、例えば、システムを使用せずにエク
セルで管理する場合等はシステムそのものの費用はかからなくても労働力
がかかっている。人件費は補助対象に含まれるのか。

　「システム改修費整備補助金」は、システムの改修に係るものに対して
の補助を想定しています。人件費などのシステム以外で新たなご負担かか
る部分は「特別徴収交付金」にて対応という考えです。

　使途の具体例につきましては検討委員会でもご意見をいただいており、
『奄美市世界自然遺産に関する新たな財源創設検討委員会報告書』の１１
ページに記載されています。
　また、具体的な施策については、税の導入後の予算編成の際に、議会に
ご提案してそこで議論されるものと考えています。

　奄美市の税金は奄美市に住まわれてる方から徴収し、例えば、道路の整
備や景観の整備等に活用しています。
　奄美にいらっしゃったお客様からいただいた税金で、観光の満足度が上
がるための環境整備を行うことで、観光地としての魅力が上がり、またお
越しいただけることも大きな意味での宿泊税の目的だと考えています。

　今現在で、観光施設の関連費として年間に２～３億円、世界自然遺産の
保全に関して約９，０００万円の予算を使っています。
　これらの費用は、今、奄美市民の皆様からの税金を投入しているので、
やはり来られるお客様にも魅力度を上げるために協力していただき、税と
して徴収させていただければという考えています。

※『奄美市世界自然遺産に関する新たな財源創設検討委員会報告書』は奄
美市公式ホームページにて、「まち・くらし→世界自然遺産→世界自然遺
産に関する新たな財源創設検討委員会」とページを進むことで閲覧可能で
す。

　検討委員会からは「宿泊料のかかる方が宿泊税の納税義務者」というこ
とで、提言をいただいています。宿泊料が発生する場合は子どもであって
も納税義務者ですが、「添い寝無料」等で宿泊料が発生しない場合は宿泊
税は不要になると想定しています。
　また、宿泊料を支払っている場合は宿泊料にかかわらず一律２００円を
想定しています。

　避難のイメージとしては、大災害などが起きたときに、行政の指示によ
る避難を想定しています。
　島外からの避難ではなく、奄美で災害が起きて家から避難せざるを得な
い状況を想定しています。
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19 制度
　「システム改修費整備補助金」について「１施設５０万円まで」という
ことだが、宿泊税を導入する場合、どのような整備が必要になるのか。

 例えば、
・宿泊税対応の新たなシステムに変える場合の導入費用
・今までパソコンを使っていなかった事業所が電算化する場合
等を想定しています。

20 制度
　「システム改修費整備補助金」は、納めた宿泊税を原資として補助が行
われるのか。

21 制度
　今後も新規開業する宿泊施設はあると思うが、その場合の「システム改
修費整備補助金」の財源は、どこから出るのか。

22 制度

　「システム改修費整備補助金」についてだが、小規模な宿泊業者は「宿
泊税導入に関するシステム」というのは今までは全く想定してないため、
「システム改修」はどのようなものがあるのかまだ全然分からない。「ど
のようにシステムを改修すれば宿泊税が徴収できるのか」ということにつ
いて参考事例を教えてもらえないと分からないため、今後、そうした点の
勉強会のようなことをやってもらいたいと思う。

システムについては我々のほうでも勉強中のため、どのようなものが必要
か等、宿泊事業者の皆様と一緒に勉強していきたいと思います。

23 制度

　宿泊者が宿泊税をカードで支払いした場合、カードの手数料として３
パーセントほど引かれるため宿泊事業者としては手数料分がマイナスにな
る。現金を持たないお客様も多く、外国人は半数以上、７割８割は現金を
持たないで来ている。
　カード支払いの手数料によるマイナス分の補填については「特別徴収交
付金」として対応すると考えているのか。

　宿泊税導入に伴い新たに発生する事務や手数料等含めて、「特別徴収交
付金」での対応を想定しています。

24 制度
　自分の施設は１棟貸しで、お客様と実際にお会いすることがなく、宿泊
予約サイトを使って非対面でお金のやりとりをしているため、徴収方法の
イメージがつかない。他の自治体はどのように徴収をしているのか。

25 制度
　予約サイトで宿泊料を徴収しており、鍵の受け渡しも非対面のため、宿
泊税の徴収が困難になりそうだと感じている。

26 制度 　宿泊者が「宿泊税は支払いません」となったときはどうするのか。

　地方税法では、仮に納税されなかった場合は、特別徴収義務者である宿
泊事業者が奄美市に納入したうえで、納税拒否をした宿泊者に納付を求め
ることとなります。本市においても宿泊税の目的や使途を伝えて宿泊者の
皆様にご理解いただけるよう、先行地を参考に丁寧に準備を進めてまいり
たいと思います。

27 制度

 １棟貸しのため、非対面である。実際の宿泊についてはお客様を信頼し
て対応をしてるが、もしかしたら２名と聞いていたが３名・４名で泊まっ
ているかもしれない。こういう場合はどう対処しているのか。我々は現地
に行けずに料金の振り込みに基づいて対応するため、皆さんどう考えてる
のかと思った。

　先行自治体ではどのようにしているのかという事例を勉強していきたい
と思います。
　宿泊施設の方がお２人と思ってお貸ししてその分の料金を取られている
場合、見えない方からは料金の取りようはないと思いますので、市の税金
も、当然、相手側から言われた分しか取りようがないというのが現実的と
考えています。

28 制度
　宿泊税を徴収してそれを納める流れは、どのようになっているのか。
「何人泊まったので宿泊税は何円になる」というチェックについても他の
自治体がの例があれば教えてほしい。

　税の納入については、先行自治体と同様に「何名様泊まられた」という
申告の帳簿を作り、現在の制度案でいくと「掛ける２００円」した金額を
奄美市に納付していただくことになると考えています。

29 制度

　宿泊税の「申告」は宿泊事業者の自己申告制のようだが、過少申告する
等の悪用が可能になってしまうと思う。その辺りの確認や申告システムに
ついては、奄美市が作った申告のベースみたいなものがあり、それで送る
ことになるのか。
　今の制度案では、宿泊税をいただいても、それを申告せずに貯めておく
ような悪用が起き得ると思う。そうしたことが起きないような対策が必要
だと感じた。

30 制度 　申告や納付について、かなり手間がかかるように思う。

31 検討委員会 　検討委員会の委員は誰か。

32 検討委員会
　検討委員会の委員に観光関係者が少ないのではないか。観光関係者１人
はちょっと少ないかと思った。

33 検討委員会

　検討委員会の提言などで、資料に「世界遺産登録に伴う来訪者増加に対
応するために」と書いてあるが「コロナ後も来訪者はそんなに増加してい
ない」と思うことがある。この部分は、来訪者増加「したい」という希望
だと思うため「（来訪者増加）に伴う」という表現は少し変かと思った。

　検討委員会の委員については、『奄美市世界自然遺産に関する新たな財
源創設検討委員会報告書』の３０～３１ページに記載されています。

　また、検討委員会についてのご意見は今後、同様の会を行う際の参考に
させていただきます。

※『奄美市世界自然遺産に関する新たな財源創設検討委員会報告書』は奄
美市公式ホームページにて、「まち・くらし→世界自然遺産→世界自然遺
産に関する新たな財源創設検討委員会」とページを進むことで閲覧可能で
す。

　現時点では、「システム改修費整備補助金」は宿泊税の導入が始まる前
年度のみに実施する補助金制度を検討しています。宿泊税導入開始後に新
規開業する宿泊施設のシステム等についてはご自身で対応していただく予
定です。

　徴収の方法はいくつかパターンがあり、
　インターネットを介して予約や支払いをする場合は、
①サイトを運営する業者が宿泊税を預かって宿泊料と宿泊税を宿泊業者に
支払う場合
②宿泊料だけを中間の業者が預かって宿泊業者に支払い、宿泊税だけは宿
泊者が宿に来たときに支払う場合など、
　先行自治体によると、徴収はいくつかパターンがあるため、それぞれの
宿の形態によって、対応方法は宿泊施設の判断にお任せしているというこ
とです。

　申告の仕組みについては準備中のため具体的にお示しすることができま
せんが、毎月ご申告をいただくと想定しています。
　先行自治体ではお客様が少ない施設で、複数月ごとの申告を受ける仕組
みもあり、実際に制度を決めていく中で検討していきたいと思っていま
す。

　悪用が起きない仕組みについては大都市を含む先行自治体でも対策をさ
れていると思いますので、参考にしていきたいと考えております。
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